
工学部教授）の万歳三唱で１８時３０分に散会し

た。これに先立ち、１６時から大分県地域経済

情報センターの笠置邦秀専務理事による『雑

感』と題した特別講演が行われた。 

 なお、パーティ会場では、平成１１年１１月の

県民文化祭に当協会が催したサウンドコンテ

スト（コンピュータによる作曲編曲のコンテ

スト）のグランプリ受賞曲がＢＧＭで紹介さ

れ、これを聴きながら和やかな歓談が続い 

た。         （総務委員会より） 
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大分県情報サービス産業協会 

２０００年新年会盛大に開催 

二宮県産業振興課長来賓あいさつ 秋月協会顧問による乾杯 宇都宮協会顧問による万歳三唱 

郷 司 協 会 会 長 挨 拶 
 今年も『会員の会員による 

       会員のための協会』へ 

 
 平成１２年の新春を迎え、私共県情報サービ

ス産業協会も設立１２年を迎えることになりま

す。これまで協会としてのアイデンティティ

確立のために地道に努力を重ねて来られまし

たのも会員をはじめ関係の皆様のおかげ 

と深く感謝申しあげます。 

 今年は我が業界にとりましてはＹ２Ｋの問題

もありまして、年末年始に大変ご苦労された

ことでしょうが、幸いあまり大きな事故も無

く新しい年を迎えられました。昨年１年間を

振り返りますと世紀末といいながら経済面に

限っていいますと最悪期は脱したけれど通年

でみる限りではあまり力強い回復は感じられ

なかったと思います。しかし、私共業界でみ

ますと２０００年問題もあり他の産業より比較的

恵まれていたと思われます。今年は昨年同様

に一進一退を繰り返しながら若干の改善が期

待できる中、情報通信産業が主導的な役割を

果たすべきだと期待しております。会員企業

の皆様も地域の情報化に積極的に取組ん 

で頂けたらと考えております。 

 今年も協会の目的であります「会員の。会

員による。会員のための協会。」を再確認し

て活動し、大分という地域社会の情報化を担

当するものとして互いに作るという精神、協

調の精神を忘れずに業界の発展のために手を 

携えて参りましょう。 

 大分県情報サービス産業協会平成１２年度新

年会が、１月２７日１７時４５分から、大分市トキ

ハ会館で会員約６０名が出席、土居総務委員会

委員長司会のもとに、盛大に開催された。郷

司協会長より『今年の干支は辰（たつ）。登

り龍のごとく飛躍の年になるようがんばりま

しょう』との挨拶のあと、二宮滋夫大分県商

工労働観光部産業振興課長の来賓祝辞に続い

て、パーティヘ移った。パーティは秋月睦男

協会顧問（大分県工業団体連合会会長）の音

頭で乾杯し、宇都宮孝一協会顧問（大分大学 



２ 

ＯＩＳＡ News 
の気持ちでがんばらなければいけないと思い

ます。 

 最後に管理者としてのあり方を挙げて終わ

りにします。 

  １．管理者は専門的知識をもちジェネラ 

    リストである。 

  ２．将来の展望、明確なビジョンをも 

    つ・目的意識をもつ。 

  ３．ひとりで考える力・孤独に耐えう 

    る・打たれ強い判断力と決断力をも 

    つ。 

  ４．発想力を高める。 

  ５．多くの情報をもち考え方の幅をも 

    つ。 

  ６．フットワークと実行力。 

  ７．情熱チャレンジ精神。 

（総務委員会より） 

２０００年新年特別講演会 
日 時：平成１２年１月２７日１６時より 
場 所：トキハ会館 
講 師：大分県地域経済情報センター 
    専務理事 笠置 邦英氏 
テーマ：「雑感」 
講師略歴 

昭和１５年日出町生まれ 熊本大学文学部卒業後、 

昭和３８年大分県入り、現大分県企画部参事にて 

社団法人大分県地域経済情報センター専務理事 

 

平成１１年度技術勉強会発表会 
日時：平成１２年２月１６日(水) 場所：富士通大分システムラボラトリ（２階ＡＶホール） 

 これからの２１世紀は、激動の時代に入って

いくわけで、その中でビジネスマンとしての

人物像は、今後なにを要請されるのか、期待

されるのか、を考えていくと、これからは自

分自身を見直して、自己をいかに構築してい

くかを明確にしていかなければいけません。

それには、自分自身で考えていく、自分自身

で行動していくことが必要になると思われま

す 。 

 現状の人物像における一部の問題点として

は、指示待ち人間・マニュアル人間・コピー

人間・横並び人間・自己主張の乏しい人間等

が考えられますが、これは画一的教育を受け

たためと思われます。しかし、これからは

“個人の時代”であります。それと同時に会

社人であり、地域人であり、家庭人であるこ 

とを満足させないと、人としての人間形成が 

認められない時代ではないでしようか。 

 それと、これからの２１世紀は協治社会に

なっていきます。これは個人を優先する社会

です。 

 このようになりますと、自分をどのように

意識転換していくのかが必要となります。 

 それには、 

  １．原因他人説から原因自分説にもっていく。 

  ２．目的・目標意識をもつ。 

  ３．自ら考える力をもつ。 

  ４．得意技をもつ。 

  ５．信頼性をもつ。 

ことが必要です。 

 次に、これからは実力の時代であり、貢献

主義の時代になっていくと思われます。 

 そのためには、 

  １．現状に満足せず、自分の人生に意欲 

    をもって、ロマンをもって、目標を 

    もって、チャレンジすること。 

  ２．自分の個性と特質・特徴を知って、 

    いかした得意技を磨くこと。 

  ３．余裕を残して上がり目の状態で取り 

    組むこと。 

が重要になります。 

 以上のように、これからは企業も国も頼る

ことなく、自分を頼って、自分で頭を使って

考え、自分で行動し、自分に投資するくらい 

■技術勉強会について 

 「技術勉強会」は、平成９年度より大分県

情報サービス産業協会の会員各社の中堅、若

手社員を中心とした技術者に勉強会の場を提

供することを目的に発足しました。 

 会員各社の交流を深め、各社が抱える共通

の技術的問題や課題、さらに多方面にわたる

情報システムの効率的利用方法や情報技術の

共同研究を実施することにより、会員各社及

び協会の発展に寄与することをねらいとして

います。 

■本年度の活動 

 次に４部会に分かれて、研究活動を行いま

した。 

参加技術者：２９名 

期間：平成１１年９月～平成１２年２月１６日 

■発表会 

１部：基調講演 

 当協会の顧問であり、大分大学工学部知能

情報システム工学科教授の宇都宮先生に、 

【３次元コンピュータグラフィックス技術と 

 その応用】 

－バーチャルリアリティーを中心として－ 

という演題でご講演いただきました。 

 われわれが、普段何気なく聞いたり、話し

たりしているバーチャルリアリティー（ＶＲ） 

について、改めて定義をおこない、構成する

一つひとつの技術について、映像を織り交ぜ

ながら、わかりやすく解説していただきまし

た。 

 そして、ＶＲが創る新たな世界について、夢

多く語っていただくとともに、われわれに対

しては、デザイン力をつけることが特に大切

なことだ、とのアドバイスがありました。 

２部：部会発表会 

 約半年間に渡る活動の総仕上げとして、各

部会から研究成果の発表がありました。 

 なお、本年度の発表論文は情報サービス産

業協会のホームページに掲載します。 

URL:http://www.oec-net.or.jp/~oisa/から 

→協会概要→技術委員会→研究論文 

（技術委員会より） 



 コンサルティングに５０万円、採用パンフレッ 

 トの作成に１６万円、就職説明会の開催に１０万 

 円支出した場合は、総額７６万円の２分の１の 

 ３８万円が支給されます。 

４．中小企業雇用創出等能力開発給付金 

 創業や異業種進出のために従業員の教育訓練 

 を行う場合に申請します。 

 教育訓練に要した費用の４分の３およびその 

 間の賃金の４分の３が助成されます。 

 たとえば、異業種進出により扱う新製品の製 

 造技術・技能について外部講師によるｏｆｆ－ＪＴ 

 訓練を４日間、５人の労働者に実施し、講師 

 への謝礼２０万円、テキスト代２万円、５人の 

 労働者の賃金４日分２６万円を支出した場合 

 は、総額の４８万円の４分の３の３６万円が支給 

 されます。 

５．問い合わせ先 

 雇用・能力開発機構 大分センター 

 〒870-0034 大分市都町１－２－１９ 

       大分第一生命ビル２Ｆ 

 電話（097）536－5040 Fax（097）536-5404 

 URL:http://www.endo.go.jp/oita/ 
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  に限る）の能力を向上させるため、情報関 

  連人材育成事業（ソフトウェアセンターが 

  実施する助成対象訓練に限る）に被保険者 

  を派遣した場合、その事業主に対して、受 

  講料の一部を助成します。 

 ○情報関連人材育成事業派遣奨励金 

  事業主がその雇用する雇用保険被保険者の 

  能力を向上させるため、情報関達人材育成 

  事業（新事業支援機関が実施する助成対象 

  訓練に限る）に被保険者を派遣した場合、 

  その事業主に対して、受講料の一部を助成 

  します。 

３．融資・財形 

  多数ありますので、名称のみ紹介します。 

 ○財形助成金、○財形基金設立奨励金、 

 ○財産形成貯蓄活用助成金、○社宅融資、 

 ○福利厚生施設融資、○教育訓練施設融資、 

 ○財形持家分譲融資、○財形持家転貸融資、 

 ○財形教育融資 

㈱日鐡物流コンピュータシステム大分 
代表取締役 藤田 正司 

設立年月日 平成元年１２月１日 

事 業 内 容 ネットワーク関連、システム開 

            発 （ 生産 ・ 物流 ・ 決算 ・原 価 ・ 

            人事・給与管理及び個別システ 

            ム開発）、教育、コンサルティング 

従 業 員 ８７名 

所 在 地 大分市東春日町１７－１９ 

電 話 番 号 （０９７）５３７－５０７７ 

ＦＡＸ番号      （０９７）５３７－５０７８ 

所属委員会  研修委員会 

知って得するキーワード 
～創業・異業種進出のための助成金～ 

中小企業の強い味方 
雇用・能力開発機構 大分センター 

 

          新 入 会 員 紹 介   今後ともよろしくお願いいたします。 

 前号では人材高度化支援事業について説明

いたしましたが、本号では創業や異業種進出

を行い、労働者を雇い入れる中小企業や個人

の方を対象とした助成金について解説しま

しょう。 

 個人の開業、新しい会社の設立、現在行っ

ている事業とは異なる業種へ進出する事業部

門の設立等に際して、助成金を受けたい場合

は、労働者を雇い入れる前に雇用管理改善に

関する計画を作成し、県知事の許可を受ける

必要があります。 

１．中小企業雇用創出人材確保助成金 

 創業や異業種進出のために労働者を雇い入 

 れたい場合に申請します。雇い入れた労働 

 者の賃金の２分の１が６人まで１年間助成 

 されます。（平成１２年１０月以降は３分の 

 １）たとえば、創業に伴い５人の労働者を 

 雇い入れ、それぞれの年間賃金額が４００万 

 円であった場合は、４００万円×５人×２分の 

 １＝１，０００万円が支給されます。 

 （ただし、受給できる額は、雇用保険の基  

  本手当日額最高額の３００日分を限度と 

  します。） 

２．受給資格者創業特別助成金 

 前項の中小企業雇用創出人材確保助成金を 

 受給する際に、事業主が個人事業主でかつ 

 創業の前日まで雇用保険の受給資格者で 

 あった場合、支給を受けることができま 

 す。（平成１４年３月までの暫定措置） 

 たとえば、１人雇い入れで８０万円、２人で 

 １００万円、３人以上で１２０万円が支給されま 

 す。 

３．中小企業雇用創出雇用管理助成金 

 創業や異業種進出のために雇用管理制度の 

 改善を行う場合に申請します。 

 雇用管理制度の改善を図る事業にかかった 

 費用の２分の１が最高１００万円まで助成 

 されます。（かかった費用が２０万円以上の 

 場合に助成されます。） 

 たとえば、雇用管理マニュアルのための 

 「助成金があることは聞いているけど申請

の仕方がよく分からないし、面倒だ。」なん

て思っていませんか。もらえるものはバッチ

リもらって不況なんか吹き飛ばしましよう。 

 前号の人材高度化支援事業や本号の創業や

異業種進出のための助成金は、いずれも雇

用・能力開発機構大分センターが窓口となり

ます。同センターではさまざまな業務を行っ

ておられますので、その一端を紹介いたしま

す。気軽に相談されてみてはいかがでしよう

か。 

１．雇用開発に関する助成金等 

 ○中小企業雇用環境整備奨励金 

  労働環境改善設備又は福祉施設の設置又 

  は整備を行い、併せて労働者の雇入れを 

  行った場合、当該設置・整備に要した 

  費用の一部を助成します。 

 ○中小企業高度人材確保助成金 

  新分野展開等に指導力を発揮する高度人 

  材を受入れ、併せて一般労働者の雇入れ 

  を行った場合、高度人材の受入れに要し 

  た費用の一部を助成します。 

 ○派遣労働者雇用管理研修助成金 

  派遣元責任者に雇用管理に必要な知識を 

  習得させるための研修を受講させた場合 

  研修費用について一定額を助成します。 

２．能力開発に関する助成金等 

 ○自主的能力開発環境整備助成金 

   従業員の自己啓発の取り組みを推進する 

  ため、労働時間面での配慮等の環境整備 

  を行った場合、その経費及び賃金の一部 

  を助成します。 

 ○ソフトウェア人材育成事業派遣奨励金 

 事業主がその雇用する雇用保険被保険者  

 （プログラムの作成業務に従事している方 

システムトレンド㈲                
代表取締役 築城 久敏 

設立年月日 平成１１年１１月１日 

事 業 内 容 Ｗｅｂ系システムの開発、 

      構築およびネットビジネス 

      モデルの研究、具体化を 

      指向 

従 業 員 ４名 

所 在 地 大分市大字賀来３２０９ 

電 話 番 号 （０９７）５４９－２９９９ 

ＦＡＸ番号    （０９７）５４９－１９４４ 

所属委員会 技術委員会 



 工場は昭和６年に操業を開始し、延岡市の

中心に位置し、敷地面積は１０万坪で、高層煙

突は市内の何処からでも眺める事が出来る。

ベンベルグは世界で数社のみで我が社は抜群

の生産量を誇っている。ベンベルグ（商品

名）キュプラ、主原料は綿（リンター）開綿

機でよくほぐし、苛性ソーダにひたし、高温

で蒸煮して水洗漂白すると純白のリンターに

なり、それに硫酸銅液にアンモニアを加えて

紫色の液体になり、溶解機でリンターと撹件

すると粘りのある液体になり、コットンリン

ターになる。綿と同じ様に吸湿性、制電性に

すぐれた光沢と、風雅さを持った高級裏地と

して高い評価を得ているそうです。又他に家

庭用品、医療衛生用品、農業資材、人工腎臓

等製造されているのには驚きました。 

 私は今日迄スポーツ（駅伝）マラソンの旭

化成としか思っていませんでしたが、ベンベ

ルグの世界の中で９０％の生産と聞き、その技

術力の凄さに感動致しました。 

 企画委員として、今後も良い案を計画しま

すので、大いに参加をお願い致します。 
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平成11年度第２回視察研修 
 綾町と 

 旭化成へ 

有機農業にかける町おこし 

 世界に誇るベンベルグ 

       旭化成延岡工場 

OISA News 
２０００．３．３１発行 

 
発行：大分県情報サービス産業協会 

会長 郷司 潔 

編集：広報委員会 

事務局 大分市城崎町２－６－３１ 
（大銀コンピュータサービス㈱内） 

ＴＥＬ（０９７）５３７－５９１８ 
ＦＡＸ（０９７）５３４－４５４５ 
印刷：佐伯印刷株式会社 

 ミレニアムに対する誤作動問題も無事に終

り、協会員の方々も安心された事と思いま

す。第２回視察研修が２月２３日～２４日に実施

されました。心配された前日までの大荒れの

空模様も皆様のご精進のお陰様で天候に恵ま

れ、綾町、旭化成との交流研修又、会員の親

睦と有意義のうちに滞りなく終わりました事

を報告致します。 

 大分駅時計台前を９時に出発し、三重町、

宇目町宗太郎峠、その沿道の遠く近く深い谷

を隔てて向かい合う図案的な見事さ静かな

緑、フロントガラスいっぱい迫る山肌の木々

の青の奔流。一幅の絵というにはあまりにも

ダイナミックで此処の瀞（とろ）の景色は一

つのシンホニーに例えたほうが良いかも知れ

ない、等とりとめのない思いに耽っていると

はや宮崎市に入り、綾町役場に到着しまし

た。 

 町の概要並びに沿革の説明があり、宮崎市

の西北２０kmに位置し豊かな緑と素晴らしい渓

谷（大吊橋）森林面積が町の３０％を領有し多

種多様の植生が繁茂し、照葉樹林を中心に野

鳥、獣類等野生動物の宝庫だそうです。 

 綾城は日向の重要な山城としての位置に有

り、伊東氏が治め、名工田中国広の刀は重要

文化財に指定されてその匠を賞でて顕彰碑が

立てられています。 

 本来機能すべき土の自然生態系をとりもど

し化学肥料が農業などの合成化合物質の利用

を排除し健康保持農法で食の安全と消費者に

信頼愛される農業を確立するため、昭和６３年

７月に全国初の（自然生態系農業の推進する

条例）を制定し、生産者、農協、婦人会、町

が一体となって有機農業に取り組んでいるの

には驚きました。 

 有機農業に関する各種事業や運動を展開す

るために有機農業会議は広い視野から将来を

展望し、推進計画の策定基準事項等を決定す

る具体的な機関として有機農業開発センター

が設置されており推進委員、実践支部等の協

議調整を図るため振興協議会を設け、各地域 

の特性を活かした展開をしております。 

 産業観光テーマパーク酒泉の杜、綾ワイナ

リーで宮崎産のぶどうから造られた美味しい

綾ワインの工程の見学並びに新鮮な香りを楽

しみながら、ＯＩＳＡの皆様方も大いに試飲に舌

つつみを打ち長旅の疲れを癒したようです。 

 次に、酒の製造工場で麦糀を発酵させ脂肪

を掛けて１日１７０石の生産をするそうです。貯

蔵タンク（２４石）等高度な技術力に感慨させ

られました。 

 ２３日の夜大淀川のほとり、宮崎観光ホテル

でお互いの交流の宴会を開き、初めに岡田理

事による企画委員会の今後の目標について、

法人化に向けて５年間頑張る内容のある報告

等の発表があり、なごやかな雰囲気のうちに

９時半位でお開きになりました。 


